
　

株
式
会
社
マ
キ
ノ
・
ド
ー
マ
ー
は
、

平
成
15
年
11
月
19
日
、
旧
マ
キ
ノ
町
と

発
芽
玄
米
製
造
の
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
で

あ
る
ド
ー
マ
ー
株
式
会
社
お
よ
び
マ
キ

ノ
町
農
業
協
同
組
合
他
19
人
の
出
資
に

よ
り
、
発
芽
玄
米
処
理
加
工
施
設
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
発
芽
玄
米
の
製
造
を

通
じ
て
、
価
格
の
低
迷
が
続
く
地
元
米

の
付
加
価
値
を
高
め
有
利
に
販
売
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
農
業
を
振
興
す
る
こ

と
を
目
的
に
地
元
企
業
と
し
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

設
立
に
あ
た
っ
て
、
株
式
会
社
マ
キ

ノ
・
ド
ー
マ
ー
は
設
備
資
金
と
し
て

平
成
16
年
４
月
１
日
付
け
で
滋
賀
県

信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下

「
県
信
連
」）
か
ら
、
利
息
１
．
65
％
、

遅
延
損
害
金
年
14
％
他
の
条
件
で
、

１
億
５
、０
０
０
万
円
を
借
り
入
れ
、

同
時
に
、
旧
マ
キ
ノ
町
は
将
来
そ
の
融

資
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
返
済
不
能
と

な
っ
て
「
県
信
連
」
が
損
失
を
被
っ
た

と
き
に
、
株
式
会
社
マ
キ
ノ
・
ド
ー
マ
ー

に
代
わ
っ
て
、「
県
信
連
」
に
対
し
そ
の

損
失
を
補
償
す
る
契
約
（
損
失
補
償
契

約
）
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
株
式
会
社
マ
キ
ノ
・
ド
ー

マ
ー
は
、
発
芽
玄
米
の
製
造
、
販
売
に

よ
り
営
業
を
続
け
ま
し
た
が
、
相
次
ぐ

新
規
メ
ー
カ
ー
の
参
入
等
で
販
売
競
争

が
激
し
く
な
り
、
ま
た
発
芽
玄
米
市
場

が
縮
小
傾
向
と
な
る
中
、
経
営
状
況
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
借
入
金
の
返

済
が
滞
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、「
県
信
連
」
か
ら
合

併
後
の
市
に
対
し
損
失
を
補
償
す
る
契

約
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
マ
キ
ノ・ド
ー

マ
ー
に
代
わ
り
支
払
い
の
滞
っ
た
元
金

１
億
２
、８
２
３
万
５
９
１
円
に
遅
延
損

害
金
を
加
算
し
た
弁
済
の
求
め
が
あ
り

ま
し
た
。

　

市
は
、
当
時
の
裁
判
の
判
決
事
例
を

も
と
に
、
市
独
自
の
判
断
に
よ
り
損
失

補
償
に
応
じ
、
公
金
を
支
出
す
る
こ
と

は
妥
当
で
な
く
、
司
法
の
場
に
お
い
て

判
断
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
の

も
と
、「
県
信
連
」
か
ら
の
支
払
い
に

応
じ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
21
年
７

月
27
日
、「
県
信
連
」
は
大
津
地
方
裁

判
所
に
「
損
失
補
償
金
支
払
請
求
事

件
」
と
し
て
訴
状
を
提
出
し
た
も
の
で

す
。

　
「
県
信
連
」
か
ら
訴
状
が
提
出
さ
れ

た
後
も
、
市
で
は
、
全
国
的
な
同
種

事
件
の
裁
判
の
判
決
事
例
を
根
拠
と
し

て
、
市
独
自
の
判
断
に
よ
り
、
損
失
補

償
に
応
じ
公
金
を
支
出
す
る
こ
と
は
妥

当
で
な
い
と
の
も
と
に
こ
の
訴
訟
を
争

い
ま
し
た
。

　

司
法
の
場
で
は
、
平
成
21
年
９
月
10

日
か
ら
平
成
23
年
６
月
21
日
ま
で
の
１

年
９
か
月
余
り
の
間
に
12
回
の
弁
論
を

重
ね
る
中
、
平
成
23
年
７
月
13
日
の
第

13
回
口
頭
弁
論
に
お
い
て
大
津
地
方
裁

判
所
か
ら
和
解
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
議
会
に
報

告
し
な
が
ら
和
解
勧
告
の
受
け
入
れ
の

是
非
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

結
果
、
市
に
有
利
な
判
決
に
導
く
た

め
の
証
拠
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
く
、「
県
信
連
」
の
請
求
が

認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
、

ま
た
、
こ
れ
以
上
訴
訟
を
続
け
れ
ば
支

払
遅
延
金
が
膨
ら
み
、
訴
訟
の
終
結
に

至
る
ま
で
に
は
相
当
の
金
額
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
解
決
金

１
億
３
、３
５
８
万
９
６
８
円
を
支
払

条
件
と
す
る
今
回
の
和
解
勧
告
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
得
策
と
判
断
し
、
平
成

23
年
12
月
高
島
市
議
会
定
例
会
に
本
件

「
損
失
補
償
金
支
払
請
求
事
件
の
和
解

に
つ
い
て
」
の
議
案
を
上
程
し
平
成
23

年
12
月
16
日
、
可
決
承
認
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

議
会
の
議
決
を
得
た
後
、
平
成
24
年

１
月
11
日
大
津
地
方
裁
判
所
で
開
催
さ

れ
た
第
14
回
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
双

方
が
和
解
条
項
確
認
し
た
後
、
市
は
解

決
金
１
億
３
、３
５
８
万
９
６
８
円
の
支

払
義
務
を
認
め
、
平
成
24
年
１
月
25
日

県
信
連
に
対
し
支
払
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

●
裁
判
に
至
っ
た
経
緯

●
裁
判
の
経
過

●
和
解
と
今
後
の
対
応

㈱
マ
キ
ノ
・
ド
ー
マ
ー

損
失
補
償
金
支
払
請
求
事
件
の

和
解
に
至
る
経
過
報
告

　

１
月
11
日
、
市
と
滋
賀
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と
の
間

で
争
っ
て
き
ま
し
た
、
第
３
セ
ク
タ
ー
㈱
マ
キ
ノ
・
ド
ー
マ
ー
に
関

す
る
「
損
失
補
償
金
支
払
請
求
事
件
」
の
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

紙ごみ減量標語応募作品 「ごみへらし　みんなでしようよ　リサイクル」　松永　樹（朽　木） 紙ごみ減量標語応募作品 「ゴミはゴミ箱へ捨てよう」　中村　勇翔（高　島）

地域 平 均
(㎏/年)

最 高
(㎏/年)

最 低
(㎏/年)

データ数
(筆)

マキノ 40 60 13 95
今　津 39 45 30 5
朽　木 30 30 30 19
安曇川 58 90 30 128
高　島 59 90 26 68
新　旭 42 69 19 71
市内全体 49 386

◆ 1反当りの物納（玄米）量

地域 平 均
(円/年)

最 高
(円/年)

最 低
(円/年)

データ数
(筆)

マキノ 7,700 10,000 4,900   46
今　津 7,800 12,000 3,500 174
朽　木 7,400   7,500 6,700   13
安曇川 9,800 15,000 5,000 135
高　島 8,700 13,300 4,700   92
新　旭 7,100 10,000 2,400   71
市内全体 8,300 531

◆ 1反当りの賃借料 　

農
地
の
賃
借
料
を
決
定
す
る
際
の
目
安
と
し
て
、
平
成
23
年
中
に
締
結

（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準
を
次
の
と
お
り
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

な
お
、「
農
地
の
賃
借
料
情
報
」
は
実
勢
の
集
計
値
で
あ
り
拘
束
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。
賃
借
料
は
、
農
地
の
状
況
等
に
合
わ
せ
、
貸
し
手
と
借
り

手
の
両
者
で
よ
く
協
議
し
た
上
で
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※データ数は、集計に用いた筆数です。
※畑については、事例が少ないためデータには含まれていません。

　

h
農
業
委
員
会
事
務
局　

f（
２
５
）８
５
１
３

農
地
の
賃
借
料
情
報

平
成
23
年

※
平
成
21
年
12
月
15
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
地
法
に
よ
り
、
標
準
小
作
料

　

制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

h
農
業
振
興
課　

f（
２
５
）８
５
１
１

地　域 測  定  地  点 １月平均値
（1日～31日のうち平日）

マキノ マキノ支所前駐車場 0.068
今　 津 今津支所玄関北側 0.066
朽　 木 朽木支所前駐車場 0.075
安曇川 安曇川支所裏駐車場 0.048
高　 島 高島支所東駐車場 0.055
新　 旭 高島市役所北側玄関前 0.062

高島市環境放射線測定結果
１月分

（単位　μＳｖ／ｈ）

　h原子力防災対策室　f（２５）８１３３

詳しいデータは、高島市ホーム
ページをご覧ください。

※市役所と各支所の前は「平日毎日測定」して
います。（測定地点は、ほかに24か所あり、
毎月第１・第３水曜日の２回測定しています。
（その他の測定地点の測定結果は、ホームペー
ジをご覧ください。）

※測定値の単位は、μＳｖ/ｈ（マイクロシー
ベルト/時）です。

（参考）
1,000μＳｖ/ｈ＝１ｍＳｖ（ミリシーベルト）
※１年間に換算するには、表の数値を8,760倍
（24時間×365日）してください。

＜日常生活と放射線＞
● 一人あたりの自然放射線量（日本）
　0.171μＳｖ／ h　※世界平均０．２７μＳｖ／ h
　・宇宙から　０．０３４　・大地から　０．０４６
　・食物から　０．０４６　・呼吸から　０．０４６
　年間平均値から8,760（24時間×360日）で割り戻
　した値です。

● Ｘ線集団検診（１回）
・胃の場合　６００μＳｖ／回
・胸の場合 ５０μＳｖ／回

● 航空機旅行（往復）
東京～ニューヨーク間　２００μＳｖ／往復

●原子力発電所（軽水炉）周辺の線量目標値（年間）
５０μＳｖ／年
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